
者
推
せ
ん
の
た
め
意
見
を
求
め
る
の
件

平

柳

二

四

三

番

地

水

下

留

吉

右
異
議
な
く
承
認
。

選
挙
第
一
号
下
山
用
水
組
合
議
会
議
員

選
挙
の
件

当
選
者
（
朝
日
町
関
係
）

藤
塚

「
中
沢
」
下
野
及
び
償
道

川
瀬
袖
次
郎

犬

家

庄

弓

野

幸

太
郎

一

二

枚

橋

藤

田

甚

不
動
堂
及
び
慣
水

加
納
鶴
次
郎

高
橋
、
野
新
及
び
殿
広
川
喜
章

下

山

新

能

沢

陣
次

金
山

松

田

定

次

郎

窪
田

広
田
芳
次
郎

舟

川

新

岡

田

新
作

桜
町
及
び
月
山
新
河
内
辰
次
郎

平

柳

柳

下

嘉

之

助

道
下
、
荒
川
及

び

泊

椿

友

吉

選
挙
第
二
号
入
善
町
外
二
町
舟
見
中
学

使
組
合
議
会
議
員
選
挙
の
件

当
選
者

山

崎

四

、
七
九
六

M
H

五
、
五
九
二

山

崎

新

三

七

三

決
定
の
必
要
上
現
在
関
係
方
面
で
種
々

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
将
来
の
朝
日
町

計
画
街
路
は
如
何
に
あ
る
ペ
き
か
を
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
聴
き
度

い
と
思

い
ま
す
の
で
色
止
な
構
想
を
鐙

設
課
ま
で
お
寄
せ
下
さ
レ
ま
寸
機
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
都
市
計
画
用
の
三
千
分
地
図
作
成

の
た
め
に
富
山
測
量
社
の
技
師
が
貴
宅
を

訪
れ
る
と
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か

ら
御
協
力
を
お
顕
い
致
し
ま
す
。
（
態
設
課
〉

昭和34年4月＇20日発行
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朝
日
町
観
光
協
会
再
編
な
る

‘，h
p
h
F
h
p
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h
F
h
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v
h
F
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v
h
p
h
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富
山
県
観
光
開
発
事
業
計
聞
に
什
描
い
て
今

年
度
県
下
十
四
ケ
地
区
を
指
定
、
調
査
班

を
編
成
し
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
朝
日
町

の
白
馬
、
朝
日
岳
の
登
山
道
路
と
町
の
観

光
施
設
計
画
も
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
第

十
四
調
査
麗
が
担
当
、
雪
解
を
待
っ
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
こ
の
儲
会

に
不
振
が
ち
で
あ
っ
た
朝
日
町
の
観
光
協

会
を
再
編
し
て
強
力
に
再
出
発
す
る
協
議

か
去
る
四
月
三
日
観
光
関
係
団
体
代
表
者

が
参
集
し
新
会
則
並
新
役
員
で
再
出
発
す

る
こ
と
に
決
定
、
町
当
局
提
案
の
町
の
観

光
計
画
等
を
審
議
散
会
し
た
。

新
役
員

会

長

朝

日

町

長

副

会

長

朝

日

町

連

合

商
工
会
長

企

朝

日

町

離

会
議
長

常
任
理
事
朝
日
開
積
会

産
業
委
員
長

全

宮

崎

漁

業

組

合

員

全

大

蓮

山

保

勝

会

長

企

国

鉄

泊

駅

長

企

小

川

温

泉

社

長

全
朝
日
町
体
育
協
会
長

全
朝
日
町
旅
舘
組
合
長

監

事

泊

旅

行

組

合

長

企
朝
日
町
教
育
餐
員
長

企
朝
日
町
身
内
会
長
代
表

ひさ

松永七
田口沢

謙景
保治明

あ

米魚本
田湾村

吉寅本
ニ吉松

第 44号

大

村

房

次

扇
谷
与
兵
衛

谷

口

栄

蔵

佐

藤

四

雄

中

川

寛

治

鹿

熊

安

正

小
杉
与
四
長

村

口

消

次

坂

東

久

松

松

原

外

松

(1) （賂釘~J~）

欄
築
様
発
行

人

朝
日
町
役
場

内

大

智

速

二

印
制
所

朝

日

町
荒
川
四
診

八

両

越

印

刷

発
行
日
毎
月
二
十
日
定
価
一

部

六
円

送
料
四
円

号

第

四

四

ん
問
事
写
真
）
脇
子
八
幡
社
聞
の
桜



野
中
地
区
財
産
処
坦
に
つ
い
て
は
、
会

期
中
に
袈
員
会
に
路
り
醗
会
の
了
承
を
得

て
決
定
レ
た
L
た
い
が
、
当
地
区
財
産
の

処
分
に
関
す
る
入
善
町
と
の
協
議
会
を
持

つ
べ
き
だ
と
一
一
一
う
の
は
県
並
に
自
治
庁
の

意
向
で
あ
る
。

な
お
舟
見
中
学
伎
の
問
題
は
麟
顔
、
下

野
で
三
十
八
名
在
学
し
て
い
る
が
、
と
れ

は
教
科
書
関
係
も
あ
り
四
月
一
日
よ
り
小

川
中
学
校
へ
入
学
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
上

山
崎
地
区
の
三
十
七
名
は
父
兄
並
に
生
徒

の
希
望
が
舟
見
中
学
校
に
止
ま
っ
て
い
た

い
と
の
線
が
強
〈
組
合
立
で
行
く
か
、
委

託
で
ゆ
く
か
の
二
面
的
な
考
え
で
進
ま
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
字
副知月
町
の
喪
裂
も
あ

り
発
言
胞
を
持
つ
た
め
に
組
合
立
総
統
が

右
利
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
朝
日
町
昭
和
三
十
四
年
度
の
町
政

方
針
の

一
端
を
申
述
べ
た
次
第
で
あ
る
。

（一
エ
月
十
二
日
町
議
会
の
町
長
挨
拶
）

れ
は
境
中
学
校
と
統
合
す
る
形
で
小
丸
山

グ
ラ
ン
ド
近
く
に
移
築
さ
せ
た
い
と
云
う

意
向
を
打
出
し
三
十
五
年
度
に
は
実
現
さ

せ
た
く
、
そ
の
設
計
並
に
用
地
位
す
の
経
費

も
少
し
は
当
初
予
算
に
も
み
た
も
の
の
前

言
の
泊
高
校
の
も
の
と
共
に
四
月
以
降
再

建
計
画
変
更
の
際
、
予
算
に
計
上
さ
せ
て

レ
た
．
た
こ
ろ
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
と
共
に
泊
保
育
所
も
腐
朽
し
改
築

の
こ
と
も
県
は
了
承
し
て
い
る
の
で
近
く
境

県
の
補
助
百
五
万
円
と
団
体
の
寄
付
金
百

万
円
と
を
も
っ
て
酌
四
百
万
円
の
経
費
を

山
崎

投
じ
て
泊
保
育
所
の
移
築
を
な
し
、
現
建

物
を
失
箆
保
険
の
給
付
所
に
充
て
た
く
失

提
保
険
給
付
者
の
六

O
O名
が
魚
部
に
週
間
易
水
道

え
ば
車
馬
賃

一
カ
月
に
五

O
万
円
を
裂
す

る
と
の
こ
と
、
給
付
制
も
年
制
七
千
二
百

万
円
と
な
る
由
で
お
り
ま
す
。
以
上
に
よ
自
然
博
物
舘

り
職
業
安
定
所
の
出
強
所
設
慌
の
前
提
と
南
保
用
水

も
な
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
も
再

泊
用
水

建
計
画
変
更
の
お
り
に
提
案
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
、
な
お
そ
の
財
漉
に
つ
い
て
は

・1
1
6

：i

極
均
配
慮
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

玖
に
北
陸
電
力
X
X
の
境
川
発
電
所
の

着
工
に
際
し
地
元
大
平
、
蛭
谷
の
三
部
落

の
土
地
あ
る
い
は
林
道
等
の
初
出
に
三
百

万
円
を
援
し
こ
れ
は
悶
定
資
一
弘
税
の
見
返

り
と
は
一
広
え
、

早
期
に

一
部
支
払
レ
の
余

儀
な
レ
事
情
の
た
め
計
間
変
班
に
折
込
み

た
く
、
そ
の
際
に
は
電
源
川
側
主
に
要
す
る

捗
外
型
を
み
て
レ
た
だ
き
た
く
了
承
し
て

ほ
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
お
か
げ
を
も
っ

て
北
陸
境
川
発
電
所
は
出
力
一
万
五
、
資

金
十
三
億
円
を
投
じ
、
例
年
七
月
に
は
完

工
の
予
定
で
あ
り
、
関
西
電
力
も
技
術
陣

の
計
画
で
は
朝
日
町
は
、
適
地
と
し
て
選

定
を
得
る
こ
と
と
思
う
。

な
お
予
算
に
計
上
を
み
な
い
で
国
賀
、

県
費
で
の
事
業
と
し
て
大
臣
、
脳
尾
、
泊

の
部
岸
棋
の
護
持
工
事
政
び
砂
防
、
興
石

谷
の
地
と
り
対
慌
、
小
川
制
泊
の
奥
地
林

道
の
延
長
、
上
小
川
崎
の
修
担
は
早
期
に

着
工
し
て
も
ら
え
る
状
別
で
あ
る
。

一

特
別
会
計
の
内
容
は
、

一

昭和34年4月20日実行（2)

一
二
二、

0
0
0円

七
七

O
、
0
0
0円
増

七
四
回
、

O
九
二
円

二
八
九
、
三

O
O円
増

大
家
庄
診
療
所
二
、

O
五
五
0
0
0内

五
五
、

0
0
0円
矧

七
六

0
．
七
六

O
円

四
O
、
七
六

O
円
増

八

一
六、

O
九
C
門

三
一二
、
九
一

O
円
減

て

九

二
五
、
四
五

O
円

七
五
、
四
五

O
円
増

一
ニ
、
八
四
七
、
七
五

O
円

一一一
、
四
二
回
、
四
五

O
門
的

（笹
川
水
道
新
設
）

二
五
O
、
0
0
0
円

六
O
七、

O
O
一
円

一
六
二
、
O
二
五
円

泊
病
院

四
二
、
四、
一
八
、

付

本

年

度

の

施

政

方

針

一

ト

朝

日

町

長

本

村

本

松

e
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町
村
合
併
を
行
っ
て
豆
年
！
野
中
地
区

の
分
離
問
題
が
合
併
以
来
の
命
題
と
し
て

新
し
い
町
建
り
の
こ
と
は
進
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
新
年
度
は
専
ら
都
市
計

画
の
樹
立
に
重
点
を
住
ぎ
四
十
七
万
一
千

円
を
基
礎
的
経
由
貿
と
し
て
計
上
、
そ
れ
を

基
盤
に
朝
日
町
の
一
体
化
を
悶
り
事
提
も

都
市
計
画
に
闘
辿
性
の
も
の
の
み
を
根
幹

と
し
て
推
進
し
た
い
と
考
え
て
予
抑
制
戚

に
当
っ
て
み
た
。

支
所
の
廃
止
に
よ
る
辿
絡
所
の
統
廃
合

、
変
通
通
信
の
町
の
一
体
化
に
よ
る
町
運

営
、
こ
れ
は
経
費
節
約
の
た
め
の
み
で
な

く
合
併
し
た
意
義
も
当
然
こ
こ
に
あ
る
の

だ
と
信
じ
て
い
る
、
消
防
分
間
、
森
林
組

合
、
長
業
共
済
組
合
も
同
線
一
体
化
の
推

進
に
努
め
て
み
た
い
。

予
算
の
編
成
に
当
り
、
歳
入
閣
で
は
増

税
を
行
わ
な
い
で
六
三
%
に
当
る
七
千
四

万
円
が
町
税
で
、
地
方
交
付
税
や
同
部
支

出
金
の
ふ
く
ら
み
と
四
百
万
円
の
町
般
を

合
め
て

一
応
当
町
の
財
政
利
陸
前
回
飢
内

の
一
億
一

千

一
百
三
十
一

万
八
千
九
百
円

を
見
込
ん
で
組
ん
で
み
た
の
で
あ
る
が
、

前
年
度
の
予
算
に
比
臥
し
て
七
百
九
十
一

万
円
の
歳
入
相
と
な
る
ω

蔵
出
一
由
を
み
る
と
〈
中
略
）

（
昭
和
三
十
四
年
度
予
算
由
参
照
）

本
年
の
教
育
費
で
は
泊
中
学
校
の
移
転

改
築
の
用
地
代
と
小
川
中
学
校
の
校
舎
培

禦
に
よ
る
施
設
拡
充
に
三
百
二
十
四
万
円

を
計
上
し
た
が
将
珠
点
、
蹴
日
町
の
中
学

校
の
散
と
位
躍
と
が
新
ら
し
く
町
住
り
の

上
に
決
定
づ
け
る
わ
け
で
あ
っ
て
一
般
会

計
に
対
し
て
教
育
政
が
一
入
、
五
%
を
出

め
て
い
る
の
も
将
来
の
町
民
に
期
待
を
か

け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

産
業
経
済
費
の
中
、
新
ら
し
く
新
長
山

漁
村
建
設
費
仁
浅
海
増
殖
費
、
町
有
林
造

成
費
等
に
百
十
万
円
程
計
上
し
て
新
農
山

泊
村
の
育
成
に
留
意
し
た
。

本
年
と
明
年
と
の
ニ
カ
年
で
三
枚
楠
と

月
山
を
つ
な
ぐ
小
川
桶
を
新
設
す
る
た
め

に
本
年
度
に
お
い
て
七
百
万
円
を
土
木
由

巳
計
上
し
た
。
い
ず
れ
は
矢
掛
り
都
市
計

画
と
の
闘
迎
が
あ
り
三
十
三
年
度
事
業
と

し
て
や
る
岩
崎
、
開
保
を
結
ぶ
橋
梁
と
も

一
連
の
繋
り
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

世
会
及
び
労
働
施
設
費

一
千
四
百
四
万

円
中
に
失
業
対
策
事
業
費
が
前
年
度
よ
り

百
五
十
八
万
円
を
増
加
し
て
六
百
十
一
万

刊
を
計
上
を
み
る
に
至
っ
た
が
、
こ
れ
は

失
業
者
の
増
加
に
伴
う
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
朝
日
町
の
一
般
土
木

や
設
業
土
木
に
も
充
分
効
栄
を
挙
げ
る
こ

と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

保
健
術
生
虫
で
も
結
核
予
防
践
を
増
加

し
て
六
十
五
万
円
を
計
上
し
環
境
衛
生
の

充
裂
を
凶
り
観
光
符
の
誘
故
に
も
配
臨
し

て
み
た
。

な
お
刺
日
町
の
当
耐
の
間
知
と
し
て
各

位
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
と
い
」
ろ

の
教
育
方
面
で
は
泊
高
、
中
、
小
の
問
題

に
お
い
て
、
泊
高
校
に
商
業
科
地
設
に
つ

い
て
は
県
も
こ
れ
を
認
証
し
現
に
生
徒
募

集
中
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
主
と
、
し
て
朝

日
町
住
民
の
恩
典
を
う
け
る
率
も
多
く
、

百
万
円
の
施
設
補
助
を
援
求
さ
れ
て
お
め

ま
す
し
、
教
門
お
も
小
学
校
の
学
級
誠
に
よ

り
一
教
箆
を
提
供
し
一
品
中
小
学
肢
が
協
踏

し
て
高
校
が
一
救
出
吸
を
空
け
て
こ
れ
に
当

て
る
こ
と
に
し
た
。
泊
中
学
校
を
で
き
仰

II II 

ひさ

必＝、
ココE
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あ
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(3) （~rri誌協号） 第 44号 あ
昭和 34年度朝日町歳入歳出予算

一般会計

歳入

1
・n
U
F
O

｜ ｜ ｜｜比臨地滅
科 目 ｜本年度予算制｜前年度予算額 III I II (c.印は誠）
①町税 I 70, 047, 87~ 69, 190, 00011 8?.7, 8751 

一 一（！）普通 税」＿ 6§29?i2_0_Q－坐＇02;i'00011 __1§~＿.＿900 
(1'）町民税 1 21.099 ,8001 20' 0日，00011 1 ' 043 '800 
一向I雪定資話可「一羽ス百五回「3s.-8芳志面ロご－1.476:2001
－可寸前編語1一一寸前 00「一一一一一「「－ 500三ool
－可藷事事荷車説l －寸 1 '392 . 0001r:c:-仁392：面。
-(*fl鹿草吊主主加寸一一τ．記O.ooo「－4.000.00011 1 ~30日0〔
料電気ガス税1 5,000,0001 4.臼0' 00011 500 '00〔
（ト） 木材引取税 ｜ ~oo_.ooα 200,00σ｜ 
一色UL一色一坦1.--3.538.975! j」~~哩L_ ___.i亙主主
f{）入湯税1 1,500,00α 1 , 200 _,DD.Oil 300 , 00〔
（ロ）水利地益税 1 2.038,9751 1.965.0001 73,975. 
R－亀三芳三問視i-2o :s18 ~ooq: 15.872~0白：：－4耳目DC
①公営企業及財産枚入1 5.2001 11.00011 L:>. 5，即日
百牙語亙N亙極金 1・ー一 一 1001 ~）DOI口ζ一一一τc
①使用料及手数料1 3:318.40α 3，記8，目。IIL:>. 19 ,6501 
-0国庫 支出話「一一夜両方百・11一わ夜os百「－－28ζ45・1
亙豆こ豆豆三亙亡二乞卵主場仁三三匹通区二二豆？二1~01
①寄附金 I 1 , OC8, 1001 J J20, 10011ム 712.DOD, 
iJPJ繰一一越一 企｜一一一一 β日I__  15.QOα恒 一一＿14_.346:
⑮雑牧入 1 492 , 00Qj 544 , 4 0011 A 52 , 400 
⑪町償I 4. 000 ,DOOi 1. 000' 00011 3. 000 .000 
歳入合計 I 111. 318，伺01 103.403.00011 7.915,900 

歳出

科 目 ｜ 本年度予算額 ｜ 前年度予算額門~p1~設ヂ
量一一一全一一費！－ _2_J. ~－.J~？L -----1d豆土~D.Qll__721i359 
町議会費 ｜ J,262 !...5591 1 . 246 !...3_0011 716. 259; 
委員会費｜ 195.6001 190.50α1 5.100: 

I亙二場：二＿1t1f_L_1ιA？ケ事｜二信幻foiC三一177.733, 
I 役湯職員費 1 16.932 .7671 16.6閉，74711 244.020: 
：二~~－諸二宮L 4o布。I~~ ~·:;1由正ご了 二二
諸費 I 1.414.9761 1._4＇引，？6311ム 66.287i
1旦一一旦ゃー費L 4.句2.OOZI_ －~. 002，悶！｜ム 乞出
消防署資｜ 'I ,962.“21 1.809.27111 153.391 
消防団費1 3,030.22QI 3.193.31211ム 163.0921 
土木費 I 9.571,00DI 5.7担，~ODii 3目836.40日
道路橋援費1 8_.985.0001 :+ .. 142.60011 4.842._400: 
河 川費｜ 日，000) 55 '000;1 
都市計画質 1 471_.oool 11 471.oooJ 
l 土木諸費 1 60,0001 日＇00011 ~ '0001 
I 災害土木費 1 I 1.481雪OOD11L:>. 1. 481, 0001 
r鞍ー 育 賓「一五：560-:2121 征百正司］「－－T瓦百円
11 教育委員会普l- 1~］.89 :-5741一一－ ·1.787~9?gl1 1.6481 
I iJ、学校費！ 9' 1日，0111 9,277，日211ム 119,531 
「ゴド争一！辰一費｜ ?.396:5511 5涌 ；3211「 寸 ：ち玄宮司
｜中学校組吾首「－ '1白；0・001 336~耐II口；：－－－－－蕊可向
仁五三友：貫骨二二f2c~QQI二 f172~o｝町二二－＝？lfoo
I 青年学級聖堂｜ 281.0001 270.00011 11,000 
：図 書釘宮ー｜ --62a~s76tr －副司豆「一一一百三241
否蚕豆芳扇麗吾強寸一「4."044~7961－－干:z-:319:958f－「72:r-83C
－~韮芸百5要下一一一汀正予ToJ------:r:f4市而~i---;;:---1-00 

｜一克一蚕7冨証:)1. -i－よ869~861 1 -6:6狂言:281「 -・ 24-r:-5.'喝

1!Jιマア~~；三fイ主 851 : J7 
労働費 I 6 ,235. 7281 4 ,630. 0831! 1.605,645 
3一豊E 戸費｜ 1,454,250) 1.143.87.~il 310,3刀l
保 亀 一重丁一一一一18.000] 12.印刷 6.000, 
二理璽璽貫工二二~303~1001－＝－ニ2邸tooO!「一一t5_JO_pl
結核予防費 1 653,30α 316.2Qα1 337 .100, 
衛生諸費｜ 442 ,9501 臼6,87311L:>. 83,92ヨ
一一一一一一一一

,I，士竺L三句｜一一 ｜｜ 三！？業~~ : －雷雨 sI 14,604,02311 .t:>. ~ 72 
農業委員会費1 2.!1位，127! 2.266.25311 225.874 
一一一一一“一一一一一一 一一一＆農併；費： I 2 .867 .:19-21 2 .665. 97611 201 .522 

さ ひ 昭和34年4月20日発行

ーがj也盟主主主i h，亨19~121 6-. 011·~1耐i L:>.. 1, 151.879 
水産業費 1 2.4包1皇Q' __1_,_Z17 .BDD"I 279 .760 
F 工 祭 壇よ一一一坐乞則 二 =483J)oo.；ム 玉4.00〔
観光 聖堂 1 1 . ooo. ocor－ 予oo.000・1 100 om 

1口＿jij~~c=L._2:19日111 6.一
_J笠庄一賀旦..J!LL一一＿＿＇］＿但.！.7291 1 . 219.国111'°' 254, 
ー紘一町民亙究 l 131.6COl~1.20Dll 征
←＿tt1L也室＿！'i」一____n_・1.!6DOI 131,2似し ‘苅C
選 挙 費｜ 問，7旦L___@,2旦！「一一寸o;'tJoo
二世笠塑星組一＿4B._20Q ＿一－~盟OJ_ 6AOO 
公開選挙啓発費 ｜ 30. OOQ l. 00011 
県議会議員選挙資 21る！306＿－一一一一一一11 216 300 
室経雇~員選挙画一一－275－~日1 II 275.25c 
_J!f＿長選主堂よ ｜ 犯，5剖lム ー吾；520
－~全要員選挙費｜ I 152,95αI A 152,95〔
海区漁業調整委 ｜ ！ 日
員全一季一息選埜豊［ I 42.ぁOJA 42.350 
_J~盤監議員選挙費｜ L 2日，130:1ム 254, 130 
![;:; －！な 一一堂1 15,702.0741~天Q25~5j! A 1,323,431 
元利償還 霊堂1 15,652 ,0741 16, 925,50511 A 1,273,431 
,.-.n 平｜ 50.QPQI＿ーーーユ00'00011 ..0. 50 '000 

c176~__L~ 'OlB 
.00011 .;o 

~~7i必b
,50011 1.069 .250 
3田「一寸；－；ro?.7記
. 02611 .<::>32 002 

1高 責丁一寸高高「－－3:451正面百！ー玉寸万円oo:
-"t . 骨－ -Tl·~·耳目立三~Q.00011 1弘邸11
予 備費 I. 必4.8511 330,00011 134・851
歳 出合計 I 111,318.9叩I 103.403,0叩1 7.915.問。

昭和34年度眼目町国民健康保険特別会計識入歳出予算

歳入

竺 回 ｜ 本年度予算額 l 前年度予算額門~1
｜同民健康保険税｜ 12 .521.42日 11 ＇邸9・0001 必ι肩口
1-M－産一取－xi一一一寸，碕l一一一一一寸耐！ 900 

｜京 商 『手ダ杯｜ 19 ,ooOT 13よ国亡二二三亙G
｜旦二J!I止金」__M鎧』OI 5，協，00011 109' 10( 
｜県支出金｜ 133.2COJ 146,0旧印I,6. ・12 .so〔H
｜福一一 入 金｜ ｜一一-soo·~ocio11 A soo. ooc 
「線一一面一一三~I 1凹1 10日｜
「雑 取一一一丈「一一一夜100「一一2 1A201 3瓜
｜歳入合官「一寸志刃4.9'201-18~福：反則一一289-:-&lc

歳出

科 目 ｜本年度予算額l前年度予算額一てftiT売戸I I II （..：：：.印は減〉
ー役－ !L..ー費」 1, 945, 9.001 1. 7丸.？ZOii 218, 63C 
企険給 付費 ｜ 1＿~笠乙阻__1fs13.00011 ・ 64.ooc 
時 J回二註旦 ！ 745,4如し一一 貨5均 11 59.540 
財産費1 1001 10011 

· 1~ － ~1量一一宮「一一 寸0＿~000「－ ・-10.00011 

Ji者 究 明一金 1__ _ 3る2.1801 ______ 319！~叫し一一一1~ょl町
ヱ術監 134,2日I 200".00011 665,7_5(] 
J 出合計 1 18.7叫，制 18.455,62α｜ 289ぽ

会 社 名 ！本年度予算額｜前年度予算頼11~1同I I 111 (6印は滋〉
~iJI 日町南民健康直営 ｜ ｜ ｜｜ 
一 一大墾正幸里丘J_2_.0~」Pー一三.＿p也盟L一一生迎
グ 笹川グ I 76Q. z6DI 720, o叫｜ 40.湖
H 境 F I 816,0901 850,000H A 30.91( 

－朝日←耐営 一山~－言診療所｜ 1. 925 ,4501 1邸0.00011 75,45( 
1￥百h市吉商百京高私語丁一2百市白！一一古田，DOD'’｜
制日町南保外二地区用水 1 607.0011 607.00111 
一元同 一地区用水 1 162.025；－ー1豆JJ25fi 30,00C 
7,u1一白可雨ー病一院T42：夜2.ooorτ7:宮古白av 5.010.ooc 
可rs百f官？夏苛（－Ji-I日47:75窃「一一423.30日i 3.424，時C
合 ．計.. . 52:百6.076 44. 184，詑611 8.“1.7田
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1
n
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エ

第 44号

一ら
電
波
を
出
し

一
旦
お
院
の
反
射
板
に
つ
一
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
大
変
だ
か
ら
な
」
一
ず
、

き
っ
ぱ
り
と
「
い
り
ま
せ
ん
L

↑き
当
っ
て
空
中
に
発
射
さ
れ
ま
す
。

一と
言
っ
て
い
つ
も
サ
イ
フ
の
つ
い
て
い
る

一A
V
わ
が
子
を
水
か
ら
守
uω
に
は
”

一

と
の
外
各
砲
の
装
慨
が
彩
航
さ
れ
て
お

一政
巻
を
し
て
行
を
ま
す
。
私
達
兄
弟
も
毎

一①
保
護
者
の
油
断
比
事
故
の
も
主
1

わ
が

り
ま
す
が
国
産
科
宇
の
最
高
を
ゆ
く
も
の
4

日
二
度
ず
つ
カ
ギ
の
か
け
落
L
が
な
い
か
↑

子
か
ら
目
を
放
寸
を

い。

，

け

で
あ
れ
μ
ま

す

。

ど

う

か

見

て

廻

り

ま

す

。

一＠
大
き
い
子
供
に
子
守
合
さ
せ
る
。

朝
日
無
線
中
継
所
は
臼
木
電
伺
電
話
会

一
御

装

置

一

台

；

－

t
－
J
J？
1
～：’
・・1
・J・1
i
i
i
J
f‘
私
の
裁
は
雌
村
に
あ
る
た
め
一
一

C
番

一協
心
部
一
～
諸
問
刊
附
諮
問
一
円

社
に
よ
り
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
、
砧
設
所
内
の
胤
闘
の
故
障
の
有
無
を
親
日
で
「
も

し
も
」

の

時

は

大

声
で

に
電
簡
を
か
け
て
も
通
じ
な
い
の
で
、
「

一

よ
く
い
い
聞
か
せ
、
家
人
に
知
ら
せ
よ

さ
れ
た
も
の
で
、
北
は
大
出
申
楽
師
等
を
経

一あ
る
日
山
側
綿
中
融
所
へ
無
線
で
自
動
的

近

所

の

協

力

を

も
し
も
の
時
は
外
へ
出
て
大
声
で
近
所
の

一

ぅ。

て
新
潟
に
、
横
手
、
赤
戚
等
を
経
て
東
京
一
に
報
告
し
ま
す
。
又
山
市
山
局
よ
り
ボ
タ
γ

大
人
に
知
ら
せ
な
さ
い
」
之
、
よ
く
両
親

一
O
農
薬
は
必
ず
赤
旗
の
下
で

に
、
文
は
南
は
寓
山
金
沢
錯
す
を
経
て
大
阪

一を
お
す
こ
と
に
よ
り
朝
日
局
の
エ
ン
ヂ
ン

！
農

繁

期

の

防

犯

l

－に
言
わ
れ
ま
す。

一①
曇
薬
は
必
ず
団
体
で
使
用
し、

農
家
個

に
結
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
使
用
し
て
い
る

一
を
廻
し
た
り
止
め
た
り
、
無
線
電
話
で
新

一
O
戸

締

り

は

わ

が

家

の

防

犯

グ

こ

れ

は
中
学
二
年
の
女
学
生
の
作
文
で
一、

人
で
は
使
わ
な
い
こ
主
。
ま
た
残
っ
た

電
波
は
マ
イ
ク

ロ
ウ
エ

ー
ブ
と
一
去
は
れ
る

一潟
、
東
京
、
寓
山
、
金
沢
等
と
通
話
A
9
る

明
起
き
て
見
る
と
、
母
は
魂
の
ぬ
け
た
す
。
私
た
ち
は
こ
の
平
凡
な
内
容
の
中

一

薬
も
団
体
で
保
管
し
よ
う
。

も
の
で
非
常
に
周
波
数
の
高
レ
も
の
で
す
一都

も

可

能

で

す

。

人

間

の

よ

う

に

呆

然

と

L
て
い
ま
し
た
。
に
身
近
か
な
教
訓
を
く
み
と
る
こ
と
が

↑①
使
用
の
と
き
は
必
ず
指
導
員
の
も
と
で

現
在
、
こ
の
よ
う
な
捕
鯨
仲
縦
所
は
全

一F
E
M
変
流
一
部
停
電
装
置
一
式
母
が
瞬
く
の
も
無
聞
は
あ
り
ま
せ
ん
勺
白
出
来
ま
す
。

一

行
う
こ
と
。
掛
布
区
蹴
を
実
施
の
二
目

立

自

品

目

訂

正

紅

一
み

紅

一

一

U
け

パ

川

上

弓

げ

一刊

行

以

内

グ

討

山

花

刊

誌

川

一
。
す
り
に
は
き
っ
ぱ
り
「
レ
り
ま
せ
ん

一

日
…
一

μ

読
な
払
M
M
H

即
時
化
に
役
立
っ
て
居
り
ま
す。

一
l
発
電
機
よ
り
構
成
さ
れ
、
ふ
だ
ん
は
モ

一
で
す
。
父
は
「
今
月
は
商
人
に
と
っ
て
は

一

回
植
の
象
節
で
す
。
農
家
の
み
な
さ
ん

一①
撒
布
す
る
と
き
は
、
附
近
に
人
が
い
な

所
内
の
主
な
施
設
と
し
て

一
l
タ
ー
に
よ
り
発
電
し
て
お
り
ま
す
が
将
二
番
大
事
な
月
な
の
に
」
と
淋
し
そ
う
で

一

こ

れ

だ

け

手

主

意

し

よ

う

。

一

レ

か

、
風
向
に
注
意
す
る
。

マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
無
線
中
継
機
七
ム
J
置
に
な
る
と
エ
ン
ヂ
ン
が
直
ち
に
廻
り
ぜ

L
た
。

①

怪
し
い、

見
な
れ
ぬ
人
は
田
ん
ぼ
仕
事

一①
か
ら
だ
の
喪
い
人
、

手
足
に
傷
の
あ
る

幻
計
七
持
政
い
幻
心
釘
一
μ一
一
一
一
時
一
甘
い
河
一
ぶ
れ
い

一

之
れ
は
、
茨
戸
の
戸
川
柳
わ
が
し
て
な
か
の
と
き
バ
も
は
く
注
意
し
て
い
人
相
、

一

一
社
十
式
認
諾
刊
鉱
山
一
一
長

び
民
間
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
矧
と
し
て
三
台
、

一
お
り
ま
す
。

一
っ
た
為
、
入
ら
れ
た
の
で
し
た
。
こ
の
日
a

服
装
－w
Fて
オ
き
ま
し
ょ
う

一

具
は
必
中
い
す
る
こ
と
。

市
外
電
話
用

〈
四
百
八
十
回
線
を
容
で

一
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
四
基
以
来
刊
は
ロ
…
い
せ
に
「
カ
ギ
は
か
け
た
？
①
自
転
車
は、

少
し
の
間
で
も
、
吋
ぐ
ヵ

一①
一
般
の
人
は
農
業
撒
布
中
は
も
ち
ろ
ん

き
ま
す
〉
と
し
て
二
台
使
用
し
て
お
り
竺
飲
端
ト
花
見
え
る
お
碗
形
の
も
の
で
匂
戸
締

t
大
ょ
う
ふ
？
」
と
聞
き
ま
す
ギ
を
か
け
る
習
慣
を
つ
け
よ
う

一

赤
旗
の
立
っ
て
い
る
附
近
へ
近
寄
ら
な

り
の
二
台
は
、
政
闘
の
時
に
自
動
的
に
切

一山
方
向
に
ニ
ヶ
、
新
潟
方
向
ニ
ケ
つ
い
て
波
情
市
へ
貯
く
同
1
．
7」
W
e
J
J

金
寸
一川
市
…
引
け
川
J
1
1
1い
川
町
川
河
一
一
一
以
一
一
一
バ
一

い
こ
と
J

〉

（

〉

（

換
へ
る
為
の
も
の
で
す
。
お
り
電
波
を
受
け
た
り
送
っ
た
り
ず
る
も

，

t

論

一

f
u－－
uu凶
器
開
隊
法
r

パ
一
．
、
，
：

超
短
波
無
線
中
継
機
一ニム
H

の
で
内
部
の
象
の
は
な
の
よ
う
な

j
一
「
皇

太

手

殿

下

御

成

婚

記

念

入

料

欝

kvJ議
弘
前
日
開
法
終
結
材

植
樹
祭
挙
行
さ
る
」

’f
仁川
YF務
総
極

限

義
務
総
鳴
が
締
結
さ
れ
、
面
積
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、

J＼二
一一－Jh
h
聞
圃

E
Z
J
器
輸

一

昭
和
ご
十
五
自
民
迎
勅
と
し
て
発
足
警γ蹴
療
援
論
議
議
議
機
お
そ
の
土
地
に
適
す
る
立
山
杉
又
は
赤
松
の

さ
れ
た
岡
土
緑
化
運
動
付

表

で

十

迎

年

三

番

割

問

p
i－
－

；

謝

れ

植
林
か
ら
撫
育
伐
採
ま
で
四
十
年
間
に
推

を
迎
え
父
意
義
深
い
長
太
子
殿
下
御
成
婚
ト
療
・

2v必
鴻
V
A寸
i
検
定
一
万
訂
の
良
材
を
得
て
そ
の
取
識
を
分

の
年
で
も
あ
り
令
同
的
に
記
念
航
樹
が
舵
勘
臨
－
Jie

以
内
i

凶

‘
ハ
い

け
合
う
と
冨
う
町
有
財
肢
の
造
成
と
部
落

mさ
れ
尚
当
町
が
今
年
度
よ
り
新
規
都
諜

馳
闘

一公一｝
位

弐

・抱
財
産
の
造
成
を
閃
ろ
う
と
す
心
事
柴
田
じ
あ

回圃・・
E

i

y
一
週

と
し
て
計
画
中
の
町
蛍
浩
林
浩
成
事
業
を

圏

園

川
へ

寸

り
ま
す
。

摺
圃

一

I

J

県
太
子
殿
下
御
成
婚
の
良
き
日
高
し
去
翻
薗

司

尚
四
月
一

R
よ
り
実
施
さ
れ
た
蘇
化
運

る
四
月
十
日
南
保
岩
井
谷
地
内
に
お
い
て
鵬
開
問

動

の

一
環
と
し
て
去
る
二
日
、
一一一
日
両
日

一描
樹
祭
に
合
せ
て
鍬
入
の
式
を
富
山
県
知

闘
闘

に
互
り
倍
さ
れ
た
苗
木
即
売
会
も
町
民
各

一
事
代
理
（
下
新
川
事
務
所
長
）
宮
山
県
緑

・
園

位
の
協
力
の
も
之
、
一
二
、
四
O
O本
余
の

一
化
推
進
要
員
長
林
務
課
長
始
め
町
内
有
志
掴
掴

果
実
、
花
木
、
庭
木
山
行
苗
か
即
売
さ
れ

一
七
十
余
名
出
席
の
一
冗
挙
符
さ
れ
ま
し
た
。
醗
m

一
段
と
町
内
が
緑
化
さ
れ
た
こ
と
は
喜
び

こ

の

町

営

造

林

造

成

事

業

と

は

昭

和

一

二

』

掴

に

た

い

ま

せ

ん

今

後

良

く

撫

帯

同

さ

れ

緑

し

一
十
三
年
四
月
一
円
分
取
造
林
特
別
措
置
法
h

私

た
L
る
朝
日
町
と
花
で
坦
も
る
朝
日
町
を

一
の
施
行
に
依
り
実
施
す
る
も
の
で
土
地
所

油
、

建
設
し
ま
せ
4
0

城
山
頂
上
の
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ

プ
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四

月

日

よ

り

開

始

ひさあ

述
隔
監
視
制

、．
 
－
 

q
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昭和34年4月20日発行

朝
日
町
民
於
け
る
包
蔵
水
力
と

そ
の
開
強
価
値
に
つ
い
て
（ー）

ひ

①

発

電

水

力

小

史

一電
気
の
効
用
や
有
難
点
？
を
な
ん
と
も
感
じ

』

三
は
宮
山
県
に
電
ぽ
が
つ
レ
て
九

一
て
い
な
い
械
で
あ
る
。

今
寺
O
年
に
な
る
が
、
一
／

1
0
灯
の

一

k
Jの
利
則
の
最
初
の
方
法
は
竹
、

其
の
昔
か
ら
今
日
の
蛍
光
灯

投
光
父
化

一

y
Jノ
叉
は
木
に
よ
っ
て
作
っ
た
水
平

の
変
遷
は
避
踏
を
迎
へ
て
人
間
の
人
生
行

一を
直
桜
河
川
又
は
運
河
の
流
水
に
依
っ
て

路
の
よ
う
に
多
彩
で
あ
る
。
と
の
憾
に
光

一運
転
し
た
も
の
で
あ
る
が
現
在
で
は
工
業

に
め
ぐ
ま
れ
、
家
庭
電
化
に
於
て
も
般
近

一生
産
、
家
庭
電
化
、
鉄
道
電
化
、
農
業
電

目
醒
ま
し
い
普
以
率
を
示
し
電
気
水
倣
保

守化
等
に
向
ひ
社
会
の
一
大
動
力
の
一
っ
と

だ
け
で
も
毎
年
四

O
、
0
0
OK
W
の
電

一な
っ
た
。
日
本
の
発
電
水
力
は
明
治
二
四

力
需
用
が
増
加
し
て
降
り
之
に
テ
レ
ピ
、
年
京
都
の
琶
琶
湖
政
水
工
事
に
附
随
し
て

ミ
キ
サ
ー
、
洗
器
機
、
ク
リ
ー
ナ
ー
等
の

一山
開
発
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
っ
て
当
時
水

増
加
軍
力
を
加
へ
る
と
蔚
く
べ
き
数
字
と

一力
の
有
利
で
あ
る
こ
と
は
稲
々
認
め
ら
れ

な
り
、
私
ど
も
の
生
活
も
ず
い
ぶ
ん
合
問

一
よ
う
や
く
各
地
に
於
て
水
力
発
電
の
建
設

化
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
案
介
入
荷
は
こ
の

一
が
な
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
が
、
明
治
三
六

一
年
に
火
力
三

一

一
C
O
O
K
Wに

一
対
し
水
力
が
僅

一
か
に
二
二
、

O

一
O
O
K
W
に
過

一
ぎ
な
か
っ
た
。

一
現
在
で
は
水
力

一
が
約
六
、
四

O

O
、
O
O
O
K

W
火
力
約
四
、

一0
0
0
、

c
o

一O
K
W
に
達
し

↑
て
居
る。

一
レ
レ
、
ノ
間
政

l
I
G
府
は

一
明
治
結
年
に
日

本
の
第

一
次
水

力
調
査
を
な
し

我
闘
の
包
蔵
水

力
の
全
貌
を
明

か
に
し
た
の
が

未
開
発
地
点
数

三、

O
八
三
ケ

さ

，・晶、
邑

凶ιa、
ロ

あ

生丁

第 44号

鼻
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町
議
会
議
員

酒

井

栄

朝
日
町
に
於
け
る

包
蔵
水
力

ムリ

apに
於
て
だ
い
た
い
お
わ
か
り
の

i
H
A艮
世
帯
と
思
う
が
、
水
力
の
初
期
時

代
は
専
ら
渇
水
量
を
際
準
と
し
て
電
気
は

一
般
電
燈
用
に
供
さ
れ
て
居
っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
後

一
般
動
力
肘
に
も
供
給
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
火
力
を
併
用
す
る
と

と
に
よ
り
発
電
所
使
用
水
量
は
低
水
監
禁

し
く
は
、

平
水
量
を
使
用
す
る
織
に
な
っ

た
。
運
営
方
針
に
於
て
も
、
依
然
と
し
て

水
力
を
以
っ
て
ベ

I
ス
ロ
ー
ド
に
当
て
、

火
力
を
以
っ
て
ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
を
担
当
さ

せ
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
の
始
め
頃
か
ら

水
力
に
依
っ
て
ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
を
担
当
さ

せ
る
運
営
方
針
が
採
ら
れ
、
こ
L

に
発
電

水
力
工
学
に
於
て
も
、
一
大
飛
躍
を
な
す

る
と
と
。
①
機
械
を
設
備
す
る
に
便
利
な

場
所
に
存
在
す
る
こ
と
。
①
利
用
す
る
に

当
っ
て
工
事
費
が
あ
る
限
皮
を
超
え
な
い

ζ

と。

－

A
a
占
の
祭
件
を
総
て
満
足
す
る
地
点

いレも

l
斗
が
一
応
は
開
発
の
対
照
と
な
っ

て
同
土
調
査
に
基
い
て
笑
地
に
踏
査
を
行

い、

落
差
と
流
置
の
概
測
、
地
図

（
五
千

分
の

ご

と

現
地
の
相
違
、
報
堤
、
水
槽

、
発
電
所
等
工
作
物
設
置
ケ
所
の
地
形
、

地
質
の
調
査
、
工
事
の
難
易
、
工
事
材
料

の
有
無
及
運
搬
の
使
否
、
他
の
利
水
事
業

と
の
関
係、

湛
水
池
に
於
け
る
水
皮
物
件

並
潰
地
の
補
償
関
係
、

住
民
感
情
等
の
精

査
を
な
し

叉
4
3一
主
計
画
を
樹
立
す
る
の
で
あ
る
が

マ
ヨ
昌
司
其
の
規
患
の
大
小
に
依
っ
て
も

異
る
が
未
開
発
電
源
調
査
、
設
計
に
つ
い

て
は

一
朝

一
夕
に
成
し
得
る
も
の
で
は
な

く
、
永
年
に
亘
る
畏
ま
ざ
る
努
力
と
確
実

な
る
調
査
に
よ
っ
て
始
め
て
そ
の
着
工
を

可
能
な
ら
一し
め
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
な

が
ら
各
々
電
力
会
社
に
於
て
は
相
当
数
の

計
画
地
点
を
持
っ
て
居
り
、
将
来
の
電
力

需
要
治
加
の
予
想
に
依
っ
て
工
事
費
を
検

討
し
、

着
工
順
位
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
着
工
に
先
だ
っ
て
相
当
期
間
の

電
力
需
用
の
噌
加
を
推
定
す
る
こ
と
が
必

要
で
少
く
と
も
五
ヶ
年
程
度
の
見
透
し
を

必
要
と
す
る
。

、
三
乙
の
見
透
し
と
し
て
電
力
需
用
は

L
1
M勿
石
援
の
生
産
、
館
料
事
情
等
よ

り
考
え
れ
ば
、
人
口
の
噌
加
．
工
業
生
産

力
の
変
謹
、
電
佳
需
用
の
み
な
ら
ず
家
庭

電
化
、

鉄
道
電
化
放
び
に
決
村
電
化
等
が

あ
り
、
日
本
の
現
状
で
は
単
に
圏
内
関
係

の
み
で
決
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
最

近
の
電
力
事
情
は

3
日

一平

二
年
五
月
に
デ
フ
レ
政
策

即
川
手
↑
が
と
ら
れ
て
か
ら
、

一
般
に
景

気
の
渋
滞
に
仲
レ
、

一
年
以
上
も
低
迷
を
，

続
け
て
来
た
電
灯
電
力
需
用
も
昨
年
十
月

頃
か
ら
景
気
好
転
の
兆
を
反
映
し
急
激
に

上
向
い
て
来
て
、
非
常
に
明
る
く
伸
び
は

じ
め
我
h

町
民
の
待
望
す
る
朝
日
第
一
、

第
二
地
点
の
開
発
の
前
途
に
も
幸
あ
れ
か

し
と
念
願
ず
る
も
の
で
あ
る
。



t6) 

マ
弁
当
肥
の
効
栄

一穂
首
分
化
期
を
ち
日り
め
る
こ
と
で
早
植
す

苗
代
日
激
が
日択
す
ぎ
た
り
、
附
ゆ
ま
・
き
の

一
れ
ば
す
る
ほ
ど
や
り
や
す
く
な
る
。

苗
代
で
は
、
田
植
前
に
肥
切
れ
し
て
苗
が

一

最
前
分
ケ
ツ
期
は
栄
設
的
に
も
規
制
さ

説
化
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
国
摘
の

一
れ
る
必
嬰
が
あ
り
少
量
索
と
レ
う
こ
と
も

一一一

t
四
日
前
に
坪
当
り
硫
安
十
匁
く
ら
い

一
同
時
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

を
喧
肥
す
れ
ば
本
回
で
活
着
、
分
ケ
ツ
が
一
な
い
か
松
摘
で
増
政
す
る
に
は
早
航
と
元

良
い
。

一
肥
を
少
く
し
て
穂
首
を
考
へ
る
こ
と
に
よ

マ
苗
代
病
留
虫
防
除

一
り
別
収
と
な
る
の
で
す
。

商
代
は
あ
ら
ゆ
る
病
許
虫
の
発
生
、
随

一
円V
同
舶
は
好
天
の
波
に

卵
の
根
元
喝
所
で
す
か
ら
、
五
月
上
旬
部

一

平
肌
の
限
界
は
気
温
川
度
と
な
っ
て
い

落
共
同
で
田
植
四
J
豆
8
前
に
終
る
よ
う
一
る
が
萌
質
は
問
題
で
畑
苗
に
よ
る
乾
物
重

に、

ウ
γ
カ
ヨ
コ

バ
イ
額
の
飛
来
の
ほ
合

一
の
高
い
苗
は
耐
冷
性
に
強
い
の
で
活
着
分

は
マ

ラ
ソ
ン
乳
剤
の
一
千
倍
般
に
水
銀
剤

一
ケ
ツ
が
良
い
が
屯
熱
苗
代
は
さ
せ
な
い
慌

の
二
千
体
川
被
を
混
合
し
て
撒
布
す
る
。
そ

佐
立
し
印
刷
は
好
天
の
岐
に
う
ま
く
乗
せ

の
他
の
轡
虫
の
多
い
鳩
合
は
ホ
リ
ド
ー
ル
る
こ
と
で
す
。

乳
剤
や
デ
ル
ド
リ
ン
乳
剤
と
水
銀
剤
・
を
撒

一
一v
耕
結
使
用
の
注
意

布
す
る
こ
と
。

一

機
械
を
使
用
す
る
に
当
つ
て
は
ま
ず
第

マ
水
稲
の
ぬ
肥
を
考
へ
な
お
そ
う
。

二

エ
ジ
グ
ン
を
始
動
し
た
ら
五
1
六
分
間

今
年
の
稲
作
も
春
来
る
と
と
も
に
す
で

一
低
迷
回
転
に
よ
っ
て
潤
滑
を
な
れ
さ
せ
ま

に
民
家
の
皆
さ
ん
も

m枚
へ
の
設
計
官
胸

一
た
熱
に
よ
る

エ
ン
ジ
ン
の
膨
強
の
変
化
を

昭和34年4月20日発行ひさあ
に
秘
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
近
年
稲
の
－愈
搬
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
o

一

生
育
は
叫
閉
め
て
危
険
危
機
相
が
掠
め
ら
れ

水
山
の
代
カ
キ
は
粘
土
分
の
移

レ
国
や

一

る。

湿
削
は
耕
転
機
で
伺
回
も
か
け
る
こ
と
は

一

現
状
の
施
肥
註
等
に
反
当
岱
占禁
施
町
長

穀
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
土
撰
中
の
限
誌
が

一

の
増
大
、
毎
に
繁
鐙
を
乱
打
し
、
土
壊
調

逃
げ
て
土
粘
り
、
稲
の
活
着
が
悪
く
な
る

一

夜
に
訴
く
施
肥
店
準
も
そ
の
一
環
と
し
て

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ご
く
間
略
に

一

努
力
し
て
来
た
が
相
次
ぐ
飽
作
に
有
名
無
能
格
的
に
表
閣
を
な
ら
す
和
制
度
が
よ
い
。

耐火
の
感
な
き
を
得
な
い
波
状
で
あ
る
。

木
何
十
の
股
伎
期
の
天
候
予
報

多
肥
、
多
分
ケ
ツ
は
必
ず
し
も
矧
牧
で

な

気
焔
は
仙
北仲
か
ら
つ
ゆ
則
に
か
け
て
や
L

い
事
実
は
昨
年
の
倒
伏
状
況
か
ら
明
脱
で

変
動
が
大
き
く
時

三
悦
混
が
現
わ
れ
易
い

あ

る

。

傾

向

が

あ

り

ま

す

特
に
四
月
下
旬
か
ら
五

議
肥
、

追
肥
等
等
受
益
生
長
問
問
の
祭
繁

月
上
旬
頃
晩
霜
の
お
そ
れ
が
あ
り
そ
う
で

施
期
誌
の
抑
制
を
考
へ
天
候
と
稲
の
器
に

叉
六
月
中
旬
初
め
頃
と
七
月
中
旬
頃

一
時

よ
る
迫
肥
を
す
べ
き
で
あ
る。

的
に
か
な
り
低
く
な
る
こ
と
が
あ
り
そ
う

マ
密
航
で
附
牧
す
る
条
件

一
で
す
。
擁
夏
期
は
比
較
的
に
高
温
が
期
待

最
近
だ
ん
だ
ん
特
舶
に
な
っ
て
来
て
い

一さ
れ
ま
す
し
か
し
長
つ
づ
き
せ
ず
八
月
下

る
が
こ
の
ネ
ラ
イ
は
め
坪
当
の
穂
数
を
あ

↑旬
か
ら
九
月
中
旬
に
か
け
て
夏
型
は
崩
れ

げ
る
手
段
①
一
般
の
生
育
に
期
待
す
る
殺
易
く
時
々
低
自
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

倍
法
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
つ
ゆ
入
り
は
平
年
並
か
や
L
早
自
で
明
け

が
も
う
一
つ
い
わ
ゆ
る
最
高
分
ケ
ツ
期
と

－
は
大
体
平
年
並
で
す
が
雨
量
は
や
L
多
く
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な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
叉
六
月
末
か
ら
七

月
上
旬
頃
に
つ
ゅ
の
中
休
み
が
あ
り
そ
う

で
す
。

な
ほ
夏
期
の
天
候
は
最
近
不
順
気

味
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
今
後
発
表
の

長
期
予
報
に
御
注
意
下
さ
い
。

山
も
め
採
り
は

火
に
御
注
意

山
菜
と
り
の
好
時
節
に
な
っ
た
が
こ
の

頃
は
乾
燥
の
時
期
で
も
あ
る
の
で
山
に
入

る
人
は
と
く
に
火
の
蛤
米
に
出
立
し
て
聞

き
た
い
。

思
わ
ぬ
不
注
斌
か
ら
山
火
事
に

な
る
危
険
が
あ
る
。
さ
る
四
月
七
日
笹
川

南
保
の
埼
界
附
近
の
笹
川
共
有
総
で
山
火

事
が
あ
っ
て
約
六
百
坪
を
焼
い
た
。

山
菜
b
E
入
れ
た
7

ロ
シ
キ
包
み
が
五
個

現
場
に
放
置
七
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て

火
を
消
そ
う
と
し
て
消
し
き
れ
ず
恐
ろ
し

さ
の
あ
ま
り
逃
げ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

タ

叔

五
ケ
庄
公
民
舘
の

生

花

教

室

皇
太
子
値
下
、の
御
成
婚
を
奉
祝
し
て
五

ケ
庄
公
民
館
で
は
四
月
十
日
十
一
日
の
両

日
桜
町
公
民
館
に
て
青
年
学
級
の
生
花
教

室
を
開
放
し
て
生
花
大
会
を
他
う
し
た
が

婦
人
会
及
び
一
一
般
の
協
力
が
あ
っ
て
盛
会

で
あ
っ
た
。if 

－R 
室

舘

教

民F下、
A 町

花

桜

生

新

刊

案

内

朝
日
町
立
中
央
図
書
舘

月

蝕

石

原

慎

太

郎

尼
僧
物
陪

キ
ヤ
ス
リ
ン

世
マ
ン
ス
は
熱
ら
ず
ノ
l
マ
ン

古

事

記

物

語

石

井

庄

司

我
が
愛
す
る
詩
人
の
伝
記
室
生
厚
生

綴

方

教

室

豊

田

正

子

現
代
に
生
b
c
る

信

条

ホ

イ

ツ

ド

に

あ

ん

ち

ゃ

ん

安

本

来
子

虫
女
悲
欧

加
賀
淳
子

〆

ム

サ

イ

ト

小

山

い

と

子

こ
れ
か
ら
の
ト
マ
ト
づ
く
り
訟
原
茂
樹
嗣

最

高

殊

勲

夫

人

源

氏

鶏

太

日

本

の

あ

け

ぼ

の

三

笠

宮
編

あ
な
た
の
老
後
年
金
朝
日
新
聞
社
編

レ

ー

ス

翻

婦

人

倶

楽

部

調

風

の

う

ち

そ

と

古

屋

信
子

本
年
度
自
動
車
受
齢
問
題
と
解
答

小
原
元
一
コ

日
制
左
官

高

荷

宏

土
こ

ね

の

記

山

手

樹

一
郎

苦
悶
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

美
濃
部
亮
－

マ
カ
ロ
ニ
と
ス
ペ
ゲ
ツ
テ
イ
雄
鶏
社

家
庭
の
メ
ー
ト

ル

法

金

開

館

社

事

件

の

裏

窓

毎

日

新

聞

社

踊

あ

る

日

わ

た

し

は

石

坂

洋

次

郎

現
代
結
婚
礼
式

箕

輪

春
村
縄

恋

慕

奉

行

角

田
喜
久
雄

駅

幸

田

文

北

海

道

動

物

記

永

田

洋

平

怖

る

べ

き

放

射

能

印

度

政
府
繍

宿

六

一

家

福

島
繁
太
郎
外

貨
色
い
老
犬

ブ
レ
ッ
ド
、

ギ
プ
リ
ン

こ
れ
か
ら
の
キ
ユ
ウ
り
づ
く
り
松
原
茂
樹
縄

人
生
は
思
う
通
り
に
生
き
ら
れ
る

多
国
政
一

桑
原
武
夫

丹
羽
文
雄

チ
ヨ
ゴ
リ
ザ
笠
蹴

愛
人


